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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ＥＺＨ２阻害剤を含む治療有効量の第１の薬剤、および
　（ｂ）治療有効量の１つまたは複数の第２の薬剤を含み、
　前記ＥＺＨ２阻害剤が、タゼメトスタットまたはその薬学的に許容される塩であり、
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、多発性骨髄腫を治療するための標準的な治療剤、
またはマントル細胞リンパ腫を治療するための標準的な治療剤を含む、多発性骨髄腫又は
マントル細胞リンパ腫の治療用複合剤。
【請求項２】
　前記ＥＺＨ２阻害剤の有効量が、前記多発性骨髄腫細胞またはマントル細胞リンパ腫細
胞の成長、生存率、生存、または増殖を少なくとも５０％、少なくとも７０％又は少なく
とも９０％阻害または減少させるのに十分な量である請求項１に記載の複合剤。
【請求項３】
　前記標準的な治療剤が、ダラツムマブ、レナリドミド、ボルテゾミブ、カルフィルゾミ
ブ、ポマリドミド、デキサメタゾンおよびそれらの組み合わせから選択される請求項１又
は２に記載の複合剤。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、グルココルチコイド受容体アゴニストを含む請求
項１～３のいずれか一項に記載の複合剤。
【請求項５】
　前記グルココルチコイド受容体アゴニストが、デキサメタゾン、プレドニゾロンまたは
それらの組み合わせを含む請求項４に記載の複合剤。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、免疫調節薬をさらに含む請求項１～５のいずれか
一項に記載の複合剤。
【請求項７】
　前記免疫調節薬が、レナリドミド、ポマリドミド、サリドマイドまたはそれらの組み合
わせを含む請求項６に記載の複合剤。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、プロテアソーム阻害剤をさらに含む請求項１～７
のいずれか一項に記載の複合剤。
【請求項９】
　前記プロテアソーム阻害剤が、ボルテゾミブ、カルフィルゾミブ、イキサゾミブまたは
それらの組み合わせを含む請求項８に記載の複合剤。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が化学療法剤を含む請求項１～９のいずれか一項に記
載の複合剤。
【請求項１１】
　前記化学療法剤が、ベンダムスチン、シクロホスファミド、ドキソルビシン、エトポシ
ド、マホスファミド、メルファラン、ビンクリスチン、シタラビン、マホスファミド、ビ
ンクリスチンまたはそれらの組み合わせを含む請求項１０に記載の複合剤。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、ＨＤＡＣ阻害剤を含む請求項１～１１のいずれか
一項に記載の複合剤。
【請求項１３】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤が、ボリノスタット、パノビノスタットまたはそれらの組み合わせ
を含む請求項１２に記載の複合剤。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、Ｂｃｌ－２阻害剤を含む請求項１～１３のいずれ
か一項に記載の複合剤。
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【請求項１５】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、モノクローナル抗体を含む請求項１～１３のいず
れか一項に記載の複合剤。
【請求項１６】
　前記モノクローナル抗体が、イサツキシマブ、ダラツムマブ、エロツズマブまたはそれ
らの組み合わせを含む請求項１５に記載の複合剤。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、多面的経路修飾因子を含む請求項１～１６のいず
れか一項に記載の複合剤。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、ＢＴＫ阻害剤を含む請求項１～１７のいずれか一
項に記載の複合剤。
【請求項１９】
　前記ＢＴＫ阻害剤が、アカラブルチニブまたはイブルチニブを含む請求項１８に記載の
複合剤。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の第２の薬剤が、ＣＤＫ阻害剤、ＣＨＫ１阻害剤、ＣＲＭ１阻害剤
、ｍＴＯＲ阻害剤、ＰＩ３Ｋ阻害剤又はＳＹＫ阻害剤を含む請求項１～１９のいずれか一
項に記載の複合剤。
【請求項２１】
　前記ＥＺＨ２阻害剤は、１００ｍｇ以上１６００ｍｇ以下で投与されるものである請求
項１～２０のいずれか一項に記載の複合剤。
【請求項２２】
　前記ＥＺＨ２阻害剤は、８００ｍｇで投与されるものである請求項１～２１のいずれか
一項に記載の複合剤。
【請求項２３】
　ＥＺＨ２阻害剤は、１日２回（ＢＩＤ）で投与されるものである請求項１～２２のいず
れか一項に記載の複合剤。
【請求項２４】
　ＥＺＨ２阻害剤は、経口投与されるものである請求項１～２３のいずれか一項に記載の
複合剤。
【請求項２５】
　前記ＥＺＨ２阻害剤および前記１つまたは複数の第２の薬剤が連続的に投与されるもの
である請求項１～２４のいずれか一項に記載の複合剤。
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